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も
っ
と
、仙
台
を
知
ろ
う
―
仙
台
市
史
、完
結

仙台市政だより　27.11. 1 仙台市政だより　27.11. 1

　
仙
台
出
身
の
詩
人
で
「
荒
城
の
月
」

な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
土
井
晩
翠
の

業
績
を
記
念
し
て
顕
彰
さ
れ
る
「
晩
翠

わ
か
ば
賞
」「
晩
翠
あ
お
ば
賞
」
の
本

年
度
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
10
月
18
日

に
仙
台
文
学
館
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
東
北
6
県
と
国
内
姉
妹
都
市
の
小
学

生
の
詩
作
品
を
対
象
と
し
た
晩
翠
わ
か

ば
賞
に
は
、
鈴
木
蒔ま
き

登と

さ
ん
（
仙
台
市

在
住
・
小
学
１
年
生
）
の
「
よ
ふ
か

し
」
が
、
同
じ
く
中
学
生
の
詩
作
品
を

対
象
と
し
た
晩
翠
あ
お
ば
賞
に
は
漆
澤

好こ
の

美み

さ
ん
（
岩
手
県
宮
古
市
在
住
・
中

学
２
年
生
）の「
空
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

復復

へ
駆
け
る

復
興
へ
駆
け
る
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「
晩
翠
わ
か
ば
賞
」「
晩

翠
あ
お
ば
賞
」
受
賞
者

が
決
ま
り
ま
し
た
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地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
習
会
を
実
施

　
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災

活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
よ
り

「
仙
台
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

習
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
ま

で
に
３
９
２
人
を
認
定
し
、
地
域
の
防

災
訓
練
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
の
講
習
会
は
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
行
わ
れ
て
お
り
、
10
月
３
日

に
青
葉
消
防
署
で
行
わ
れ
た
講
習
会
に

は
、
42
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
防
災
マ
ッ
プ

や
自
主
防
災
計
画
づ
く
り
の
手
法
、
情

報
収
集
・
伝
達
方
法
、
避
難
誘
導
の
基

礎
知
識
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
初
期
消
火
や
救
出
な
ど
の
実
戦
訓

練
も
行
い
ま
し
た
。　

仙
台
市
長
　
奥
山
恵
美
子

　
平
成
元
年
に
市
制
百
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
着
手
が
決
ま
っ
た

仙
台
市
史
編
さ
ん
事
業
。
足
か
け
27

年
の
歳
月
を
か
け
、
本
年
２
月
に
無

事
、
完
結
と
な
り
ま
し
た
。

　
仙
台
市
史
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
明

治
・
戦
前
・
戦
争
直
後
の
３
回
刊
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
１
市
２
町
と

の
合
併
に
よ
る
市
域
拡
大
や
、
戦
後

40
余
年
を
経
て
市
民
の
暮
ら
し
ぶ
り

が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
新
た
な
発
刊
を
志
す
こ
と
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
際
、
カ
ラ
ー

写
真
等
を
多
用
し
て
親
し
み
や
す
い

市
史
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
後
世
の

研
究
の
た
め
に
も
、
資
料
編
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
全
30
巻
の
市
史
の
刊

行
に
向
け
て
作
業
を
始
め
た
の
で
す

が
、
次
々
と
難
題
が
降
り
か
か
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
「
旧
石
器

ね
つ
造
事
件
」。
平
成
11
年
に
「
通

史
編　
原
始
」
を
送
り
出
し
て
わ
ず

か
１
年
半
後
に
、
お
示
し
し
た
多
く

の
最
新
の
研
究
成
果
が
ね
つ
造
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
す
。
教
育
委
員
会
、
編
さ
ん
委
員

会
、
専
門
委
員
会
、
議
会
等
で
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
た
結
果
、
改

訂
版
を
出
す
こ
と
に
。
本
市
の
学
術

研
究
に
対
す
る
一
つ
の
見
識
を
示
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
完
結
ま
で
も
う
ひ
と
息
と

い
う
時
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、
多
く
の
人
命
や
財
産
を
奪
い
去

っ
た
だ
け
で
な
く
、
市
史
が
取
り
扱

う
地
域
社
会
や
歴
史
的
景
観
・
資
料

ま
で
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
市
史
編
さ
ん
の
過
程
で
培

わ
れ
た
情
報
や
人
の
つ
な
が
り
が
、

震
災
後
の
文
化
財
保
護
に
生
き
た
こ

と
は
、
せ
め
て
も
の
慰
め
で
し
た
。

　
一
方
、
伊
達
政
宗
の
文
書
が
全
国

に
２
千
点
近
く
も
残
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
な
ど
、
大
き
な
喜
び
も
あ

り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
「
資
料
編　

伊
達
政
宗
文
書
」
は
、
当
初
の
２
巻

か
ら
増
巻
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
う
れ
し
い
悲
鳴
で
す
。

　
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
を

経
て
世
に
出
た
平
成
版
仙
台
市
史
。

12
月
５
日
か
ら
は
、
企
画
展
「
せ
ん

だ
い
再
発
見
！
―
こ
ん
な
こ
と
わ
か

り
ま
し
た
。
平
成
の
『
仙
台
市
史
』」

が
仙
台
市
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
お

け
る
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
13
日
に
行
わ
れ
た
全
国
地
域
安

全
運
動
第
27
回
仙
台
市
大
会
で
、
１
０

１
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
防
犯
功
労
団
体
・
防
犯
功
労
者

と
し
て
表
彰
し
た
方
、
退
任
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
方
の
お
名
前
は
、
次
の
と
お

市政
トピックス

地
域
の
防
犯
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
表
彰

り
で
す
（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

〔
防
犯
功
労
団
体
〕
㈱
エ
マ
ル
シ
ェ
さ

く
ら
野
百
貨
店
仙
台
店
、
霞
目
町
内
会
、

桜
木
町
町
内
会
、
八
幡
・
国
見
・
貝
ケ

森
地
区
防
犯
協
会
、
卸
町
防
犯
協
会
、

岩
切
今
市
防
犯
協
会

〔
防
犯
功
労
者
〕
佐
藤
雅
英
、
森
光
弘
、

四
竈
亮
松
、
沼
倉
尚
、
早
坂
克
成
、
東

海
林
義
一
、
横
山
ヤ
エ
、
鈴
木
憲
一
郎
、

板
鼻
貞
夫
、
櫻
井
健
伍
、
寺
岡
良
一

〔
退
任
〕
遠
藤
精
一
、
今
野
禎
二
、
村

上
清
一
、
太
田
清
喜
、
菅
原
浩
紹
、
石

川
亨
、
佐
藤
恭
子
、
佐
久
間
コ
マ
ヨ
、

加
藤
栄
子
、
和
田
孝
子

地図上に災害時の危険地域などを
書き込んで防災マップを作成

　
10
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日
間
、

第
10
回
仙
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
立
シ
ス

テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
な
ど
４
施
設
で
、

著
名
な
音
楽
家
た
ち
に
よ
る
演
奏
会
が

86
公
演
行
わ
れ
、
延
べ
約
3
万
７
４
０

０
人
の
観
客
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
堪

能
し
ま
し
た
。
今
年
は
10
周
年
を
記
念

し
た
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
わ
れ
た

ほ
か
、
地
下
鉄
駅
構
内
な
ど
で
も
無
料

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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宇
和
島
伊
達
家
の
名
宝

を
公
開

　
博
物
館
で
は
11
月
23
日
ま
で
、
特
別

展
「
宇
和
島
伊
達
家
の
名
宝
―
政
宗
長

男
・
秀
宗
か
ら
は
じ
ま
る
西さ
い

国ご
く

の
伊

達
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

　
愛
媛
県
宇
和
島
市
と
の
歴
史
姉
妹
都

市
締
結
40
周
年
を
記
念
し
た
こ
の
特
別

展
で
は
、
二
つ
の
藩
の
歴
史
的
つ
な
が

り
を
軸
に
、
宇
和
島
伊
達
家
に
伝
来
し

た
名
宝
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

▼

藍あ
い

白し
ろ

地じ

黄き

返が
え
し

小こ

桜ざ
く
ら

染そ
め

革か
わ

威お
ど
し

鎧よ
ろ
い

　
伊
達
宗む
ね

紀た
だ

所
用
（
公
財
）
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵

　
市
で
は
、
６
月
か
ら
7
月
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
「
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ　
カ
ナ
ダ
２
０
１
５
」
に
お

い
て
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
2
試
合

に
出
場
し
、
準
優
勝
に
貢
献
し
た
川
村

優
理
選
手
に
、
9
月
18
日
、「
賛
辞
の

楯
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
賛
辞
の
楯
は
、
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
優
れ
た
功
績
を
残

し
た
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
や
団
体

に
贈
る
も
の
で
す
。

　
川
村
選
手
は
、
昨
年
1
月
か
ら
ベ
ガ

ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
で
主
力
と
し
て

活
躍
し
て
お
り
、
大
胆
か
つ
果
敢
に
ボ

ー
ル
に
向
か
う
姿
は
、
私
た
ち
に
大
き

な
喜
び
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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Fフ
ィI
Fフ
ァA

女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
代

表
・
川
村
優
理
選
手
に
賛
辞
の
楯た

て
を
贈
呈

　
市
で
は
、
民
間
の
遊
休
不
動
産
や
公

共
空
間
を
利
活
用
す
る
「
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
や
有
識

者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
9
月

に
検
討
委
員
会
を
設
置
。
10
月
7
日
に

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
で
、「
第
2
回
せ

ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

計
画
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
公
共
空

間
の
利
活
用
例
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
道
路
や

公
園
な
ど
の
公
共
空
間
を
民
間
に
開
放

し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
す
ア

イ
デ
ア
が
数
多
く
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
8
月
に
本
市
が
指
定
を
受
け
た

国
家
戦
略
特
区
で
は
、
規
制
改
革
メ
ニ

ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
道
路
空
間
を
有

効
活
用
す
る
た
め
の
民
間
開
放
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
今
後
も
具
体
的
な
検
討
を
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仙
台
の
公
共
空
間
を
利

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
ま
す

奥山市長より賛辞の楯を受け取る川村選手（左）

進
め
、
に
ぎ
わ
い
創
出
や
都
市
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
予
定

で
す
。
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音
楽
に
彩
ら
れ
た
３
日

間
―
せ
ん
く
ら
が
閉
幕

第九合唱団とともに華々しく締めくくられたフィナーレ


